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研究成果の概要（和文）：ＳＮＳの普及によって多様な情報が容易に入手可能となっているが，皮肉にも「自分
の見たい情報しか見ない」という情報の分断が起こっており，その影響によって社会の分断などの様々な社会問
題が生まれている．これらの問題を解決するためには，ユーザの心理的な要因を踏まえたＳＮＳの情報伝播の検
討が必要である．本研究は，COVID-19の流行初期に起きた，トイレットペーパー不足に関するフェイクニュース
において，その訂正情報によって逆にトイレットペーパーの買い占めが加速してした事件を基に，正しい情報の
発信が必ずしも良い結果に結びつく訳ではないという現象の構造的な理解を目指した検討を行い，効果的な対策
技術を提案した．

研究成果の概要（英文）：The proliferation of social media has made diverse information easily 
accessible. However, ironically, it has also led to the fragmentation of information where 
individuals only see what they want to see. This fragmentation has given rise to various social 
issues, including societal division. To address these problems, it is essential to consider the 
psychological factors of users in the dissemination of information on social media. This study aims 
to understand the structural phenomena behind the fact that disseminating correct information does 
not always lead to positive outcomes. This is based on the incident during the early stages of the 
COVID-19 pandemic, where correcting fake news about a toilet paper shortage actually accelerated 
panic buying. We propose effective countermeasures based on this understanding.

研究分野：情報ネットワーク

キーワード： 情報ネットワーク　社会ネットワーク　フェイクニュース　SNS　訂正情報　活性因子・抑制因子モデル
　チューリングパターン

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
フェイクニュースの効果的な対策は，訂正情報を発信することだと考えがちであるが，場合によってはこの行動
がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう可能性がある．本研究はこのような現象を，ユーザの心理的な影
響も含めて数学的にモデル化し，理論的に説明することに成功した．これにより，訂正情報が期待通りにフェイ
クニュースの影響を緩和する方向で働くための条件を導いた．この結果は，フェイクニュースの対策技術考える
ための学術的な基盤を与えるとともに，効果的な対策技術を設計する社会応用としての意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

インターネットの普及によって多様な情報が容易に入手可能となっているが，皮肉にも「自分

の見たい情報しか見ない」という情報の分断が起こっており，その影響によってエコーチェンバ

ー現象や社会の分断などの様々な社会問題が生まれている．これらの問題を解決するためには，

オンラインソーシャルネットワーク上の情報伝播とユーザの心理的な要因を関連させたオンラ

インユーザダイナミクスの検討が必要である．特に，COVID-19の流行初期に起こった，トイレ

ットペーパー不足に関するフェイクニュースにおいて，その訂正情報によって逆にトイレット

ペーパーの買い占めが加速してしまった事件[R1][R2]にみられるように，正しい情報の発信が必

ずしも良い結果に結びつくわけではないという現象は注目に値する．つかり，フェイクニュース

の効果的な対策は，直観的には訂正情報を発信することだと考えがちであるが，場合によっては

この行動がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう可能性があるのである． 

そのため，このような現象を，ユーザの心理的な影響も含めて数学的にモデル化し，訂正情報

がフェイクニュースの影響を悪化させてしまうメカニズムを理解することが求められている． 

【文献】 

[R1] R. Iizuka, F. Toriumi, M. Nishiguchi, M. Takano, and M. Yoshida, “Impact of correcting 

misinformation on social disruption,” PLoS ONE, vol.17, no.4, e0265734, 2022. 

doi.org/10.1371/journal.pone.0265734 10.1371/journal.pone.0265734 

[R2] F. Toriumi, Study Group on Platform Service, Ministry of Internal Affair and 

Communications, Japan, April 2021. www.soumu.go.jp/main_content/000745175.pdf 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，上記のような訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう現象

を，ユーザの心理的な影響も含めて数学的にモデル化し，訂正情報がフェイクニュースの影響を

悪化させてしまうメカニズムを理解するとともに，フェイクニュースの影響を緩和するための

訂正情報の発信方法に関する知見を得ることを目的とする．  

 

３．研究の方法  

(1) 反応拡散系のモデルを用いたフェイクニュースと訂正情報の相互作用のモデル化 

訂正情報が皮肉にもフェイクニュースの影響を活性化させてしまう現象に対して，訂正情報と

ファイクニュースの相互関係を考察し，数理的なモデル化を行う方法を検討する． 

(2) 訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させる現象についての実験的考察 

数理モデルを用いた数値実験により，ネットワーク構造に偏りがない理想的な環境下で，訂正情

報がフェイクニュースの影響を悪化させる現象の発生条件を明らかにする． 

(3) フェイクニュースを悪化させないための訂正情報の拡散条件の導出 

フェイクニュースと訂正情報の相互作用のモデルを，構造的な偏りがある一般のネットワーク

構造に適用可能となるように拡張し，一般化された条件下における訂正情報の適切な拡散条件

を導出する． 

 

４．研究成果 

 大きく分類すると以下の４つの研究成果を得た． 

(1) 反応拡散系のモデルを用いたフェイクニュースと訂正情報の相互作用のモデル化 

訂正情報がフェイクニュースの影響を活性化してしまう性質と，フェイクニュースを信じ



た人が訂正情報の拡散を抑制してしまう性質に注目するとともに，フェイクニュースの拡

散が通常の情報より速く広まることに基づき，両者の関係を反応拡散系のモデルで記述可

能であることを明らかにした． 

(2) 訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう現象の理解 

構造的に偏りが一切無いネットワークモデルを用いて，反応拡散モデルによる数値実験を

行い，訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう現象が実際に起こり得るこ

とを示した．訂正情報の影響によって活性化されたフェイクニュースの影響は，チューリン

グ・パターンの発生として理解できる． 

(3) 構造的に偏りのないネットワーク上での訂正情報の拡散条件 

構造的に偏りが一切無いネットワークモデルに対して．訂正情報がフェイクニュースを悪

化させないようにするためには，チューリング・パターンが生じない条件を実現させれば良

い．そのような条件を実現するためのパラメータ設定は，モデル上ではいくつも考えられる

が，人間による実際の介入が現実的であると考えられる方法は，訂正情報の拡散速度を上げ

ることである．訂正情報の拡散速度を示す拡散係数について，適切な大きさとすることでフ

ェイクニュースの影響の悪化を抑えることができることを示した． 

(4) 一般のネットワーク構造での訂正情報の拡散条件 

ノード次数やその他のノード固有の特性を考慮した構造的に偏りのあるネットワークを対

象とした一般的な状況に対して，フェイクニュースの影響の悪化を抑える訂正情報の拡散

条件を明らかにした． 

以下，それぞれの成果を概説する． 

 

(1) 反応拡散系のモデルを用いたフェイクニュースと訂正情報の相互作用のモデル化 

活性因子・抑制因子モデルとは，二種類の異なる対象が互いに影響を及ぼし合いながら，空

間上を拡散する現象を数理モデルで表現したものである．ここで異なる二種類の対象はそれぞ

れ活性因子，抑制因子という．活性因子と抑制因子は以下の性質を持つ（図１参照）． 

 抑制因子は単体では活性化は起こらない． 

 活性因子は自身を活性化させると共に，抑制因子の活性化も促す． 

 抑制因子が活性化すると，活性因子の活性化を抑えるように働く． 

 抑制因子は活性因子より速く拡散する． 

活性因子・抑制因子モデルがフェイクニュースと訂正情報の関係をうまく記述できることは以

下の関係から理解できる． 

トイレットペーパーの買い占め騒動から観測できる性質（図２参照）： 

 フェイクニュースは事前に広く周知されていたが，あまり注目されていなかったことか

ら，フェイクニュース単体では活性化は起こらない． 

 訂正情報は皮肉にもフェイクニュースへの関心を集めてしまい，結果としてフェイクニ

ュースの活性化を促進させる． 

 フェイクニュースに注目が集まると，訂正情報に注目が集まりにくくなり，結果として

訂正情報が広がりにくくなる． 

 フェイクニュースは訂正情報より速く拡散する． 

上記の性質から，活性因子・抑制因子モデルの活性因子が訂正情報に，抑制因子がフェイクニュ

ースに対応することがわかる．対応関係は，活性因子が訂正情報，抑制因子がフェイクニュース

となる．活性因子・抑制因子モデルで記述される系は反応拡散系と呼ばれる． 



 

    図１：活性因子・抑制因子モデル         図２：フェイクニュースと訂正情報の関係 

 

(2) 訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう現象の理解 

訂正情報がフェイクニュースの影響を悪化させてしまう現象を引き起こすかどうかを調べる

ためには，他にフェイクニュースの悪化を引き起こす原因がない理想的な実験環境下で，訂正情

報による振る舞いを調べる必要がある．このため，トーラス境界（周期境界条件）を持つ２次元

格子状ネットワークをネットワークモデルとし，活性因子・抑制因子モデルによる数値実験を行

った．その結果，活性因子と抑制因子が特定の空間に偏って活性化する空間パターンが発生する

ことがわかった（図３参照）．反応拡散系ではチューリング・パターンと呼ばれる現象である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ チューリング・パターンとして現れた訂正情報活性化の空間分布 

 この結果から，ネットワークの構造などの他の要因の有無にかかわらず，訂正情報の持つ性質

のみからフェイクニュースの影響の悪化が発生する可能性があることがわかった．また，同時に，

訂正情報によるフェイクニュースの影響の悪化を抑えるためには，チューリング・パターンを発

生させない条件を実現すればよいという見通しを得た． 

 

(3) 構造的に偏りのないネットワーク上での訂正情報の拡散条件 

活性因子・抑制因子モデルにおいて，チューリング・パターンを発生させない条件を探るため，

状態空間の固定点の回りでの線形安定性解析をおこない，その条件を導出した．この条件は，各

種のモデルパラメータが関与するものであるが，人間がこの条件の達成に介入できる可能性の

あるパラメータとして，訂正情報の拡散係数に着目した．これは，訂正情報が拡散される速さを

表すパラメータである．結果として，訂正情報の拡散係数をある値以上にすれば，チューリング・

パターンは発生せず，訂正情報によるフェイクニュースの影響の悪化は回避できることがわか



った（図４参照）． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 訂正情報の拡散係数が一定値以上の場合の訂正情報活性化の空間分布 

 

実際に訂正情報の拡散係数をいくつ以上にすべきかについては，理論的なパラメータの関数

としては導出可能だが，現実の状況でそれらのパラメータを知ることはできないので現実的な

意味は薄い．しかし，訂正情報の拡散係数を十分大きくさえすれば，フェイクニュースの影響の

活性化を抑えられることができることは保証される．このため，対策の方向性としては有用な指

針が得られていることになる．ここで，訂正情報の拡散係数を十分大きくするには，ユーザの訂

正情報に対する関心を高める操作を行うことになる．  

 

(4) 一般のネットワーク構造での訂正情報の拡散条件 

ネットワークモデルを一般化し，ノード次数やその他のユーザごとの固有の特性が多様性を

持つ場合について，活性因子・抑制因子モデルを適用し，チューリング・パターンに相当する現

象が発生しないための条件を考察した．その結果，ネットワーク構造が均一なときと同様に，訂

正情報の拡散係数を十分大きくすることで，訂正情報によるフェイクニュースの活性化を抑え

ることができることが明らかになった．この結果により，実際のネットワークに対しても訂正情

報の拡散係数を十分大きくする方針が有効であることを示唆している． 
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